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神谷　直亮

話が旧年に戻るが、アドコム・メディア
が主催した「ビジュアルメディア 2018」
が、12 月 5 日から 7 日までパシフィコ横
浜で開催された。
「ますますつながるビジュアルメディア」

をテーマに掲げた今回の展示会場は、「3D 
& VR ゾーン」「超臨場感コーナー」「VR 体
験コーナー」「ビジュアルコンテンツコーナ
ー」の 4 部から構成されていた。昨年まで
人気を博していた最新の 4K 3D 実写映像、
3D CG VR 映像、3D 360 度 VR 実写映
像を上映する「StageVR360 シアター」は、
残念ながら今回の会場には見当たらなかっ
た。

まず、注目の「3D & VR ゾーン」には、
三友、ビジュアル コミュニケーションズ、
3DBiz 研究会、ステレオアイ、ソリッドレ
イ研究所、3D コンソーシアム / アレイズ、
サークル、ギヤマンなどが出展していた。

三友は、中国のカンダオ・テクノロジー
（Kandao Technology）製のカメラ 4 機
種、「Obsidian S」「Obsidian R」「Obsidian 
Go」「QooCam」を紹介して注目の的にな
った。「Obsidian S」は 4K x 4K 3D VR 
120fps、「Obsidian R」は 8K x 8K 3D 
VR 30fps の撮影ができるという。まだ開
発の最終段階という「QooCam」について
は、「360 度 2D VR ま た は 180 度 3D 
VR の撮影を実現する」と売り込んでいた。

三友のブースには、「OAKTAIL」と名
付けられた世界初の縦置き 85 インチ裸眼

4K3D ディスプレイも展示され目を引い
た。4 視点のレンチキュラー方式を採用し
ているとのことで、人間の顔、象の鼻、キ
リンの首などが飛び出したりして臨場感に
あふれていた。メーカー名を聞いて見たら

「中国のニュートップ社製との回答であっ
た。

ビジュアル コミュニケーションズは、
360 度 3D VR コンテンツの企画・撮影・
制作・配信をワンストップで提供している。
今回、同社のブースでは、「平成最後の東北
祭り、青森、秋田、宮城、新潟」の 3D VR
を「Oculus Go」ヘッドマウントディスプ
レイ（HMD）で来場者に試遊を促していた。
ブースの担当者によれば、この他に、ライ
ブ 3D VR「エルシステマジャパンフェロ
ーオーケストラによるベートーヴェン交響
曲第五番 運命」、鉄道 3D VR「JR 釧路本
線 原生花園を走る」、特別 3D VR「風化す
る記憶を語る継ぐ～震災遺構 南三陸町・高
野会館」などのコンテンツも撮りためてい
るという。

3DBiz 研究会のブースでは、「Oculus 
Lift」 HMD を 使 っ て、「China Express」

（4K 3D）と「Asian Spirits」（3D 360 度）
の視聴体験が行われていた。これら 2 本の
コンテンツは、昨年「StageVR360 シア
ター」で上映されたものである。

ステレオアイは、社名の通りステレオ
3D 写真・映像の撮影や撮りためている 3D
画像の貸し出しなどを行っている。用途に

応じてサイド・バイ・サイド、アナグリフ（赤
青メガネ用）、3D TV、3D プロジェクショ
ン用などに加工して納品ができるのが同社
の特色という。今回ブースでは、最新作の
3D 180 度 VR の「空中散歩」を試遊させ
ていた。
「価値ある VR 創造企業」を旗印に掲げた

ソリッドレイ研究所は、VR 空間構築・体
験ソフトウエアー「オメガスペース H」と
360 度カメラで撮影した空間を歩き回れ
る変換ソフトウエアー「オメガ ウォークビ
ュー」の PR に余念がなかった。ブースで
は、360 度の動画データを取得する際に使
用したガーミン製「VIRB 360」カメラが
紹介され、「Insta360」「Ricoh Theta V」
と並ぶ 3 大製品と、PR に余念がなかった。
性能を聞いて見たら「ワンクリックで 4K 
30fps の 360 度映像を撮影できる全天球
カメラ」と答えていた。

3D コンソーシアムとアレイズ（Arayz）
の共同ブースでは、VR/3D コンテンツ分
野で特に関心を呼んでいる没入型オーディ
オの再生デモが行われた。インスタ 360
カメラで撮影した VR コンテンツや特製の
2 眼カメラで撮った 3D コンテンツを立体
音響と共に楽しめるというので、音にうる
さい専門家が押しかけていた。機器の構成
をチェックしたら、中国のリーパイ（Lepy）
製パワーアンプやジェネレック製スピーカ
ーが目に付いた。Lepy 製デジタルアンプ

「LP-2024A」は、パソコンに接続して使
える手ごろな価格のアンプとのことであっ
た。
「御社の空撮課として安全性・信頼性・

コスト削減を徹底的に追及したドローン
運用に貢献します」という旗印を掲げた
サークルは、今回、DJI 製の産業用ドロー
ン「Matrice210」 に Zenmuse Z30 空
撮カメラを搭載して出展した。このシステ
ムの特徴については、「上向きジンバルマ
ウントで橋梁の底面などを垂直点検ができ
る。最大で 180 倍ズームを使えるので離
れた安全な場所から撮影ができる。また、
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写真１　三友は、中国のカンダオ・テクノロジー製
の「Obsidian S」カメラを出展して注目を集めた。

写真 2 ビジュアル コミュニケーションズは、同社
制作した「平成最後の東北祭り」の 3D VR 映像を
来場者の試遊に供していた。



☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。 29
FDI・2019・02

ZenmuseXT 赤外線カメラに付け替えれ
ば詳細な温度データも取得できる」と語っ
ていた。この他、同社は、「Phantom 4 
Pro V2.0」「Matrice 600」「Inspire 2」

「Cinestar 8」「Spreading Wings」 な ど
のドローンを所有しており、様々なリクエ
ストに応える態勢が整っていると付け加え
ていた。

ギヤマンは、三友と競ってニュートップ
社製裸眼レンチキュラー方式 3D ディス
プレイを出展して、人体の 3D 映像を再生
して見せていた。提供できるディスプレイ
については、「4K 解像度対応で 27、65、
85 インチの 3 種」と語っていた。裸眼
3D ディスプレイは、解像度が落ちるとい
う弱点が指摘されてきたが、4K になって
から驚くほど鮮明で違和感のない映像を再
生できるようになった。また、横型に加え
て縦型も出現したことで「サイネージ市場
での普及に弾みがついてきた」と語ってい
た。

次いで、「超臨場感コーナー」で注目を集
めたのは、FA システムエンジニアリング、
XR エンターテイメント、東京大学など 6
社・大学だ。

FA システムエンジニアリング（愛媛県
松山市）は、単眼 2D 内視鏡カメラ映像を
3D 映像にリアルタイムでコンバートし 3D
で表示するシステムを紹介して脚光を浴び
た。このシステムの特徴は、3D コンバー
ターにスマートグラスを接続することで、
スマートグラス上にリアルタイムに投影さ
れる 3D 映像を見ながら手術ができるよう
に考案した点にある。3D スマートグラス
には、有機 EL ディスプレイを搭載したエ
プソンのモベリオが採用されていた。
同 社 の ブ ー ス に は、3D コ ン バ ー タ ー

「NOVEL HD-3D-A」の実機と 32 インチ
モニター「FASE-3D32GLAS」も展示され、
臨場感に満ちた 3 次元手術の映像を見るこ
とができた。この他「スマートグラス図面
配信システム」「3D サイドバイサイドコー
デック」「3D 映像視聴用 2D プロジェクタ
ーシステム」も紹介されており来場者で賑
わっていた。

XR エンターテイメントは、VTuber サ
ービスと産業用 XR サービスの PR に余
念がなかった。VTuber プロジェクトの一
環として紹介されたのは、バイリンガル
VTuber「キミノミヤ＆ココン、HANJYO! 
HANJYO!」で、狙いは「アニメを中心に
した日本文化を伝えて世界中を繁盛させる
ことにある」という。

東京大学 大学院 広瀬・谷川・鳴海研究所
は、「PaCaPa」と名付けた触覚デバイスを
用いて目の前に出現する仮想物体を切りま
くるという面白いシステムを披露した。促
されるままに「HTC VIVE」を装着して試
遊を試みたら、チャンバラの稽古をしてい
るような気分になった。何度か繰り返して
いるうちに切る角度によって手のひらに伝
わる触覚が違うの
が分かった。
「VR 体験コーナ

ー」は、このとこ
ろすっかり人気を
得ている「Lenovo 
Mirage Solo with 
Daydream」HMD
を装着して様々な
ジャンルの VR コ
ンテンツを体験で
きる貴重な場にな
っていた。上映さ

れたのは、既述の「風化する記憶を語る継
ぐ～震災遺構 南三陸町・高野会館」や「空
中散歩」であった。また、視聴するコンテ
ンツに即した VR ミニセミナーを開設する
という念の入れようであった。

さらに「ビジュアルコンテンツコーナー」
が設けられており、3D、VR/AR、プロジ
ェクションマッピング、インスタ映えのす
る映像などを休憩ムードで気楽に楽しめた。
スポンサーになっていたのは、イベント企
画、映像制作、ビデオアニメーション、プ
ロジェクションマッピングなどを手掛けて
いるナノグラフィカ（NANOGRAPHICA）
である。

Naoakira Kamiya
衛星システム総研　代表

メデイア・ジャーナリスト　

写真 4 FA システムエンジニアリングは、執刀医
向けに最適と言うスマートグラス方式の 3D 映像シ
ステムを売り込んでいた。

真 5 東京大学 大学院 広瀬・谷川・鳴海
研究所は、触覚デバイスを用いて目の前に
出現するVR物体を切りまくるという「VR+
触覚」システムを紹介して関心を呼んだ。

写真 3 ステレオアイは、「空中散歩」というタイ
トルの 3D 180 度 VR を試遊させ人気を得ていた。

 


